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ハーベスタの動作（2017.10.10 長野県山ノ内町）

コマツから販売されているIoT
ハーベスタを使って点状間伐を
実施しているところ

作業自体はIoTの如何に関わらず
同じ。特に新しいことではない。

ハーベスタがWindowsで制御され
ていることから、Windowsアプリ
ケーションを使って遠隔地から
ハーベスタオペレーターの運転の
様子がわかる（本旨と関係ない）

ハーベスタへの作業指示、オペ
レーターの造材判断、造材データ
の集計等、間接的な部分の効率化

ボタン1つで指定された丸太を
造材できる。



データの流れ

素材生産者

素材需要者

IoTハーベスタ

造材指示
(.pin)

造材報告
(.hpr)

注） .pin, .hpr : StanForD XMLフォーマットのファイル。

造材報告
(.hpr)

造材指示
（量・価格）(.pin)

造材指示：
樹種、寸法
生産量
価格 …etc

造材報告：
伐倒木（stem）原木丸太（log）
伐採時刻、樹種寸法、品質
…etc



StanForD ＝ Standard for Forest Data and communication

⇒ （IoT機能付き）高性能林業機械がやりとりするデータの国際的標準

≠ 木材の規格 （例えばJAS・JIS）

・Skogforsk（SWE）-開発・管理 Metsӓteho（FIN）-サポート

・元々は異なるメーカーの機械で同一の価格表データを使うため
1980年代後半に開発 → 30年以上の歴史がある。

・2011年にバージョンアップ（StanForD 2010）

・高性能林業機械とやりとりするデータ ＝ メッセージ(StanForD2010)

＝ XMLフォーマットのファイル

・ファイルなのでe-mailに添付してやりとりできる
XMLなので簡単にアプリケーションを作れる

StanForD



生産報告ファイル（.hpr）～XMLで記述



XMLはこわくない。誰でも読める（.hpr）



生産報告ファイル（.hpr）～その中身



XMLはExcelでも読める(.hpr)～ stemの情報抽出



XMLはExcelでも読める(.hpr)～logの情報抽出



アプリケーション例 ～ GIS上に位置情報を展開

例えば

ハーベスタの動き
の解析

森林整備作業の
進捗管理



まとめ

IoTハーベスタ：作業自体はそうでないものと大差ない。

レーザーデータ→伐倒木指定

価格表・ワークオーダー

生産の自動集計

オペレーターの

迷いを軽減

集計事務の軽減

等、周辺・間接的な部分での効率化

StanForDメッセージはXML ⇒ アプリケーション開発が容易

いいアプリ ⇒ 競争力

StanForD：すでに実用・運用されている国際的標準

⇒ 同等のものを１から作るのは

大変だしあまり意味はない

⇒ うまく取り入れていくのが得策


